
 

NearlyＺＥＨ＋・ＺＥＨ＋補助金対象※1 

『ミライクラス＋(プラス)』パッケージを販売開始 

 

■【設計基準】 NearlyZEH＋、ZEH＋水準をクリアしたミライへの環境設計を標準化 

■【快適性能】 断熱等級６相当※2 の「あったかしっかり断熱」をプラス 

■【安心安全】 災害時のレジリエンス性能・仕様も充実 

 

2024 年 4 月 2 日 
北海道セキスイハイム株式会社 

 

北海道セキスイハイム株式会社（本社：札幌市、代表取締役社長：高井 猛）は、政府が

目指すカーボンニュートラル目標のため、環境住宅パッケージ『ミライクラス＋（プラス）
※3』を、4 月 4 日（木）より発売します。 

セキスイハイムグループは、環境問題及び社会課題の解決を考えた住まいを展開してい

ます。2013 年発売の ZEH 対応住宅「ミライクラス※4」をはじめ、2020 年発売の環境貢献

と利便性を高めた暮らしをパッケージ化したモデル「スマートパワーステーション ミライ

クラス※4」など、暮らしと社会の変化へ対応する“未来基準の家”を展開してきました。 
今回の『ミライクラス＋』は、ZEH の上位ランクである NearlyZEH＋、ZEH＋水準を

満たす住性能を有する商品パッケージです。さらに、国の基準を先取りする断熱等性能等

級（以下「断熱等級」）6 相当（UA 値 0.28 以下、省エネ地域区分 1・2 地域での基準）の

高断熱性能も備えます※2。優れた省・創・蓄エネ性能により、「環境貢献」「経済性」

「快適性」だけでなく「レジリエンス性」も備え、ZEH＋支援事業（NearlyZEH＋、ZEH
＋補助金）※1 にも対応可能な先進の住まいを、多くのお客様にお選びいただくことで脱炭

素社会の実現への貢献を加速していきます。 
 

 『ミライクラス＋（プラス）』の特長 

1．【設計基準】 NearlyZEH＋、ZEH＋水準をクリアしたミライへの環境設計を標準化 

『ミライクラス＋』は、ZEH の省エネ性能を上回るエネルギー自家消費型住宅

NearlyZEH＋、ZEH＋の水準を標準でクリアし、国の支援事業（補助金）※1にも対応可能で

す。大容量太陽光発電システム（以下 PV）と蓄電池「e-PocketGREEN」により、優れたエ

ネルギー自給自足率と光熱費削減効果を発揮。国が 2030 年に標準化を目指す ZEH を上回る

未来基準の住まいです。 
 

2. 【快適性能】 断熱等級６相当※2 の「あったかしっかり断熱」をプラス 

当社の強みである工場生産による高い施工精度で実現する「あったかしっかり断熱」によ

り、国が 2030 年に義務化を目指す断熱等級 5 相当（ZEH 水準）を上回る断熱等級 6 相当の

断熱性（UA 値 0.28 以下）を確保※2。2024 年度の ZEH＋支援事業（補助金）※1 で予定され

ている高断熱化の加算措置にも対応します。また、高断熱でありながら、ユニット工法を生

かした開放的な室内空間を提供し、デザイン性と快適性を両立します。 
 

3．【安心安全】 災害時のレジリエンス性能・仕様も充実 

家族の安心のためのレジリエンス性能・設備も充実しています。ユニット工法による高い

耐震性能をベースに、大容量 PV と蓄電池、さらに独自の HEMS「スマートハイムナビ」を

搭載することで、停電時にも家じゅうのコンセントが利用可能※5。季節に応じて蓄電池運転

モードを切り替える「グリーンモード多雪」機能を導入。災害時でもできるだけ普段に近い

暮らしができる安心・安全の住まいです。 



■『ミライクラス＋』パッケージ発売の背景 

国はカーボンニュートラルを目指し住宅の省エネ・創エネを促進するため、2012年度にZEH
支援事業を開始し、2014 年のエネルギー基本計画では「2030 年までに新築の平均で ZEH 住宅

を目指す」と定めました。2018 年には ZEH の上位水準としてエネルギー削減率を ZEH からさ

らに 5％向上させ、再生可能エネルギーの自家消費拡大を目指した「ZEH＋」が位置づけられ

ました。2022 年度新築戸建て注文住宅の ZEH 化率は 33.5%と一定の普及が進んでいます。 
また、2022 年 10 月に「住宅の品質確保の促進等に関する法律」における断熱等級 6、7 が新

設されました。2030 年の断熱等級 5 相当（ZEH 水準）適合義務化を目指し、2024 年度に予定

されている ZEH＋支援事業（補助金）※1は断熱等級 6 に加算措置が設けられるなど、躯体断熱

性の向上が注目されています。 
このような国の施策のもとセキスイハイムグループでは、

2012 年に蓄電池搭載住宅を発売して以降、2013 年には ZEH 仕

様を標準化した「ミライクラス※4」を発売。2020 年には、環境

性に加え家事サポートなど利便性を高めた「スマートパワース

テーション ミライクラス※4」を発売するなど、脱炭素社会の実

現と暮らしの質の向上に貢献してきました。 

『ミライクラス＋』は、国のエネルギー政策・基準を先取り

し、エネルギー削減率や自家消費率を高めた NearlyZEH＋、

ZEH＋に適合し、更に上回る住性能を備えた商品パッケージと

して企画・開発しました。断熱等級 6 相当の断熱性能※2 と蓄電

池を標準搭載し、「環境貢献」「経済性」「快適性」さらに「レジ

リエンス性」を兼ね備えた暮らしの普及拡大を目指します。 

 
 
■『ミライクラス＋』パッケージの特長 

1．【設計基準】 NearlyZEH＋、ZEH＋水準をクリアしたミライへの環境設計を標準化 

『ミライクラス＋』は、再エネを除くエネルギー削減率 25%、更なる高断熱、再エネの自家

消費拡大など NearlyZEH＋、ZEH+で求められる省エネ性能・仕様に標準対応しています。 
大容量 PV と蓄電池「e-PocketGREEN」、効率的に電力をコントロールする HEMS「スマ

ートハイムナビ」を搭載し、6.0kW の大容量 PV と 12kWh※6 の大容量蓄電池を採用したモデ

ルプランの試算※7 では、夏季（5 月～10 月）に使用する電力の最大約 80％を、発電時に CO2

を排出しないクリーンな PV エネルギーで賄うことが可能となります。また、電力会社から購

入する電気を抑えることができるため、年間光熱費は PV と蓄電池を設置しない一般住宅と比

較して約 17.5 万円削減することが見込まれます※7。地球環境への貢献はもとより、今後も不

透明感が続く電気代変動リスクを軽減することも期待できます。 
 

 

2. 【快適性能】 断熱等級６相当※2 の「あったかしっかり断熱」をプラス 

省エネ地域区分 1・2 地域※8での断熱等級 6 に相当す

る「UA 値 0.28 以下」の断熱性を確保します※2。これ

は、2025 年 4 月に予定されている義務化基準（断熱等

級 4）や 2030 年に国が引き上げを目指す基準（断熱等

級 5 相当、ZEH 水準）を上回る性能です。 
この優れた断熱性能を実現するのは、当社の強みで

ある工場生産による高い施工精度（気密・断熱施工）

とコスト抑制を生かした「あったかしっかり断熱」で

す。基礎と躯体には高性能断熱材を用い、開口部には

高断熱でより多くの熱や光を取り込む北国に適したト

リプルガラスを採用します。地球環境にやさしく、家

計にもやさしい経済的な暮らしだけでなく、夏爽やか

で冬暖かい快適な住み心地を提供します。 

「ミライクラス＋」の位置づけ 

「ミライクラス＋」パッケージ内容

大容量PV HEMS蓄電池

あったかしっかり断熱強靭なユニット構造体

「ミライクラス＋」

ZEH＋水準



また、断熱性の高い住まいを実現するには、開

口面積の制約などが求められますが、当社の強靭

なユニット構造体では、空間を遮る壁などが少な

くできるため、自由度の高いプランニングが可能

です。多彩な開口デザインや開放的な室内空間を

提供し、デザイン性と断熱性を両立した住まいを

実現します。 
 

 

 

3．【安心安全】 災害時のレジリエンス性能・仕様も充実 

近年では自然災害の頻発化・激甚化が進んでおり、地球温暖化の影響でその傾向は今後も続

くことが予想されています。『ミライクラス＋』は、災害時にもライフラインを維持し、在宅

避難が可能な性能を搭載した住まいです。一次取得者層や子育て層の暮らしの不安を解消し、

家族との平穏な毎日を将来にわたり提供することを目指します。 
 

(１)強靭なユニット構造体 

品質管理の行き届いた工場で柱と梁を溶接によ

り剛接合する強靭なボックスラーメン構造のユニ

ット構造体を実現し、ユニット単体でも高い耐震

性を確保しています。災害から大切な家族の命と

財産を守ります。 
 
 

 
(２)災害時の停電復旧※5 

『ミライクラス＋』に搭載する大容量 PVと蓄電

池、HEMS により、昼も夜もできるだけ太陽光か

ら生み出した電力を活用することができます。万

が一の停電時には、大容量 PVで発電し蓄電池に貯

めた電力を活用することで、夜間でも家じゅう同

時に電気を供給することができます※5。これによ

り、テレビ視聴や携帯電話の充電ができるため、

通信手段の確保と自宅での情報収集が可能。消費

電力の大きい調理家電やエアコンも使用できるた

め、停電時でも普段に近い生活を送ることができ

ます。 
また、冬期間の停電でも蓄電池の電気でエコジ

ョーズなどのボイラーを起動し暖房や給湯が使え

るので安心です※5。 
HEMS は気象情報に連動しており、大雨や暴風

などの警報が発令された際には停電に備えて自動

で蓄電池への充電を開始します※9。 
なお、2023 年 11 月に導入した新機能「グリーンモード多雪」により、季節に応じて 2 つの

蓄電池運転モードを HEMS が自動で切り替え。積雪により PV 発電が期待しにくい冬季（11～
4 月）は夜間に購入した電気を蓄電池に充電し、夏季（5～10 月）は PV 発電で得られた余剰電

力を蓄電池に充電することで、一年中停電時の安心・安全を守ります※5。 
 

 
 
 
 
 
 

「ミライクラス＋」の機器連携イメージ 

鉄骨系「セキスイハイム」の 

ボックスラーメン構造 



■販売目標  

販売目標：年間 30 棟  
 

■ モデルプラン 

延床面積：130.97 ㎡、1F：75.83 ㎡ 、2F：55.14 ㎡、UA値：0.28 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 対応商品の外観イメージ※10 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェダン 上記モデルプラン 

パルフェｂｊ平屋スタイル 

パルフェ平屋スタイル 

シェダン平屋スタイル 

写真はイメージです 



※1  環境省「戸建住宅ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）化等支援事業」における ZEH＋、NearlyZEH＋に対する

補助。建築時期等により申請できない場合があります。 
※2  平屋・2 階建てのシェダン、平屋のパルフェ、パルフェ bj スタイルが対象です。プランや一部採用メニュー等の条件によ

っては、断熱等級 6 に適合しない場合があります。 
※3  商品名「ミライクラス」は、未来の暮らしを先取りする未来基準（class）の家という思いを込めています。 
※4「ミライクラス」「スマートパワーステーションミライクラス」は北海道エリア非対応です。 

※5  PV の発電量や蓄電池の充電残量が使用量や出力を上回る場合のみ、停電時でも電気を使用可能です。天候、季節、使用

量、同時使用量（出力）によっては利用できない機器が発生します。生命に関わる機器（医療機器等）は別途電源の確

保が必要です。分電盤の容量が 75A を超える場合には別途分電盤が追加で必要となり、当該追加分は対象外となります。

消費電力が大きい機器や起動時の電力が大きい機器を使用した場合は、蓄電池がシステム停止となる場合があります。

センサーや調光機能を搭載した照明や家電の機種により動作しない場合があります。事前に HEMS での設定が必要です。 
※6  蓄電池容量はカタログ値であり、実際に使える容量とは異なります。 
※7 ［試算条件］《ミライクラス＋》UA 値 0.28、PV 6.0kW、蓄電池 12kWh（グリーンモード多雪）、電力契約：ハイムでん

き AE（2024 年 3 月時点）、太陽光買取価格：1～10 年目 16 円（2024 年想定）《一般住宅》UA 値 0.38、電力契約：北海

道電力「従量電灯 B」《共通》建築地：札幌、延床面積：130.97 ㎡、暖房・給湯：エコジョーズ、冷房： エアコン、調

理：ガス、再生可能エネルギー発電促進賦課金：1.40 円（2023 年度）、燃料調整：2023 年 12～2024 年 2 月の平均。「電

気・ガス価格激変緩和対策事業」による値引きは含みません。邸ごとの敷地条件、プラン、設備仕様、生活スタイル、

今後の購入電気代単価の変動などにより変化し、当該試算値に満たない場合があります。 
※8  函館近郊、室蘭などを除く北海道のほぼ全域が該当。 
※9  事前に設定が必要です。停電が早期発生した場合等により、満タンまで充電されない場合があります。PV の余剰電力が

ある場合は PV から充電し、余剰電力がない場合は電力会社から購入した電力を充電します。また、対象の警報は 7 種

類（大雨・洪水・暴風・暴風雪・大雪・波浪・高潮）です。 
※10  画像はイメージであり、実際の仕様と一部異なる場合があります。 

 
 
 

＜北海道セキスイハイム株式会社 概要＞ 
◎設 立：1975 年 10 月 1 日 

◎資 本 金：2億円（積水化学工業株式会社 100％出資） 

◎代 表 者：代表取締役社長 高井 猛 

◎売 上 高：233 億円（2023 年 3 月期） 

◎従 業 員 数：488 名（2023 年 4 月現在） 

◎事 業 内 容：ユニット住宅「セキスイハイム」の施工、建築工事及び土木工事の請負・設計・施工 

        不動産の売買・仲介、製品設計開発、インテリア・エクステリア、増改築  

◎事 業 所：札幌支店、旭川支店、帯広支店、道南支店、室蘭営業所、北見営業所、釧路営業所、 

倶知安営業所、滝川営業所、中標津営業所 

◎グル－プ会社：北海道セキスイファミエス株式会社 

◎本 社所 在 地：〒001-0014 北海道札幌市北区北 14 条西 4丁目 2-1 

＜この件に関するお問い合わせは下記までお願いします＞ 

北海道セキスイハイム株式会社    

〒001-0014 札幌市北区北 14 条西 4丁目 2－1 

企画部     伊藤   ℡．080-2465-6676 


